
2022 年度 理窓博士会 通常総会 
 

 

日時：2022 年 11 月 5 日（土）１１：００より 

場所：Zoom オンライン 

 

 

議事次第 

１． 会長挨拶 

２． 議長の選出 

３． [第 1 号議案]  2021 年度 事業報告 ・ 決算報告 

４． [第 2 号議案]  2022 年度 事業計画 ・ 予算案 

５． [第 3 号議案]  役員の改選 

６． その他   

 

以上  



 
2021 年度事業報告（2021 年 4 月〜2022 年 3 月） 

 

１．理窓博士会 第 1 回 幹事会（議事録：資料 1） 

日時：2021 年 9 月 19 日(日) 12:00～14:00 

場所：Zoom オンライン開催 

出席者：23 名  

 

２．理窓博士会 2021 年度 総会（議事録：資料 2） 

日時：2021 年 12 月 5 日(日) 11:00～12:00 

場所：Zoom オンライン開催 

出席者：38 名 

 

３．第 59 回 学位(博士)新取得者記念講演会 

日時：2021 年 12 月 5 日(日) 13:00～17:05 

場所：Zoom オンライン開催 （参加者：約 50 名） 

・学位(博士)新取得者(6 名)のからの記念講演がオンラインにてなされた。 

・理窓博士会「学術賞・功労賞・奨励賞」の授与式がオンライン(ハイブリッド)で執り 

行われた 

  学術賞：岩﨑 学 先生 (理・応数) 

「統計的データ解析の多変量解析および統計的因果推論」 
    特別功労賞：植木 キク子 先生 (理・物) 

尾立 晋祥 先生 (理・物)  
    学術奨励賞：石川 昇平氏 (東京大学・工学系研究科)、三溝 朱音 氏 (東京理科

大学・基礎工学部)、松﨑 栄仁 氏  (東芝エネルギーシステムズ) 
・「理窓博士会・未来への提言」と題してグループディスカッションを開催した。 

 

４．第 59 回 学位(博士)新取得者記念祝賀会 

コロナ禍により開催を見合わせることとした 

 

５．坊っちゃん講座、学生博士会との連携 

・理窓博士会学術奨励賞を受賞された方々が、公開講座「坊っちゃん講座」 の講師担当  

第 5 回：7 月 17 日（土）中川 充 氏（大阪産業技術研究所 研究員） 

理窓博士会第 14 回学術奨励賞受賞者 

第 10 回：12 月 18 日（土）小野田 淳人 氏（山口東京理科大学薬学部薬学科 助教）

理窓博士会第 13 回学術奨励賞受賞者 

・野田キャンパス学生博士会イベントでの講演（2021 年 11 月 17 日 秦野亮 先生） 

 



＜資料 1＞ 
2021 年度 第 1 回 理窓博士会幹事会 議事録案 

 
日時：2021 年 9 月 19 日(日) １２：００〜１４：００ 
場所：Zoom によるオンライン会議 
出席者：秋山・矢部・西川・鈴木・飯田・瀬尾・佐竹・松田・石垣・永田・高橋・吉田・相馬・山本・土屋・

宗正・福田・秦野・安田・川崎・森・八木・前澤（順不同敬称略） 
 
共有資料 
資料１：2020 年度決算報告 
資料 2：2021 年度の予算案 
資料 3：第 15 回学術奨励賞受賞者リスト 
資料 4：理窓博士会・役員リスト 
 
0. 秋山会長からご挨拶があった 
1. 2020 年度決算報告と 2021 年度の予算案について 

瀬尾幹事より、2020 年度決算報告(資料 1)と 2021 年度の予算案(資料 2)について説明があり、いずれも

承認された。また、アルバム関連整理のアルバイト代が支出され、進捗について山本幹事から説明があっ

た。 
2. 2020 年度第 15 回学術奨励賞について 

2020 年度（第 58 回学位新取得者記念講演会）第 15 回学術奨励賞について資料 3 説明があった。3
名の方の受賞について、すでにメール審議にて承認いただいたとのこと。また、今回の審査はオンラ

インで実施されたが、大きな問題もなく投票や集計が出来たとの報告が吉田幹事よりあった。 
3. 役員リストと新規役員について 

資料 4 に基づいて石垣幹事から役員リストの説明があった。所属等に変更がある方がいるので、情報

のアップデートを進めることとした。また、新幹事として渡邊康之先生（公立諏訪東京理科大学・工

学部・機械電気工学科）、前澤創先生（東京理科大学・理工学部・応用生物科学科）、太田涼介先生（東

京理科大学・理工学部・電気電子情報工学科）の推薦があり、幹事会として承認するとともに総会で

諮ることとした。 
4. 学位新取得者について 

2020 年度中に学位(博士)を取得された新取得者は 82 名であるとの報告があった。また、学術リポジトリ

の調査から、本学の同窓で、他大学(東大と東工大)で学位を取得されたことが新たに判明された方々が 32
名いるとの報告があった。この方々について、DR 会の会員としてお迎えし、学位取得が判明した新取得

者として取り扱うかについて審議した。その結果、幹事会での承認を得たうえで、新取得者扱いとしてご

案内を差し上げることとした。また、今回の調査で明らかになった 32 名に加えて、幹事に直接連絡をい

ただいた 3 名の同窓（他大学で学位を取得）の方々も含め、幹事会で審議した結果、DR 会会員としてお

迎えすることを承認した。 
5. 2021 年度祝賀会・記念講演会の実施について 

・2021 年度の理窓博士会・祝賀会は中止とし、記念講演会は 12 月 5 日（日）に、Zoom を用いたオ

ンライン開催の方向で進めることとなった。なお、幹事や関係の方々については、神楽坂と野田を拠

点としたハイブリット的な運用も進めることとした。なお、拠点となる部屋のサイズや 3 密回避につ

いては十分に配慮することとした。 



＜資料 1＞ 
・Zoom を用いたオンライン開催に向けて、作業分担や周知方法等、昨年の経験を踏まえつつ具体的

な検討を進めるとのこととした。また、運営に関して幹事の皆さまへの協力依頼があった。 
・講演会中のイベント関係について、若手幹事の皆様を中心に学生博士会とも連携しながら検討する

こととした。 
・学長・理事長へのご挨拶の依頼について秋山会長にご検討いただけることとなった。 
・開催日時等についてホームページで告知を開始することとした。 
・科学フォーラムでの告知については、12 月号に間に合うようであれば掲載する方向で進めること

とした。 
6. 学術賞・功労賞について 

・秋山会長から学術賞・功労賞の選考の進捗について説明があった。森田先生に選考委員会委員長に

ご就任していただくことが承認された。次年度からの選考委員会委員長として矢部先生が推薦され承

認された。 
7. ホームカミングデーについて 

・今年度のホームカミングデーの DR 会としての実施について、秋山会長・西川幹事から本学の発展

や近代科学資料館にまつわるビデオなどを流すなどの企画を検討してはどうか等の提案があった。ま

た、ホームカミングデーのサポート委員を博士幹事の中から募りたいとのご提案があった。 
 

以上 



＜資料 2＞ 
2021 年度 理窓博士会 総会 議事録 

 

日時：2021 年 12 月 5 日（日）11：00～11：45 

場所：Zoom オンライン 

出席者：理窓博士会会員 38 名 

 

[議事・議案] 

1． 秋山理窓博士会会長より、開会の挨拶があり、続いて議長として瀬尾幹事が承認された。 

2． [第 1 号議案] 2020(令和 2)年度 事業報告、決算報告 

秋山理窓博士会会長より 2020(令和 2)年度の事業報告について、続いて瀬尾幹事より 2020(令和 2)年度の

決算報告についての説明があった。学術奨励賞受賞者の所属について確認するよう指摘があり、別途確認

することとした。本件以外について第 1 号議案の採決がなされ、満場一致をもってこれを承認可決した。 

（なお、学術奨励賞受賞者の所属は出身学部の情報を記載しており、原案の事業報告通りで問題ないこと

を確認した） 

3． [第 2 号議案] 2021(令和 3)年度 事業計画、予算案 

瀬尾会長より 2021(令和 3)年度事業計画について、第 59 回学位(博士)新取得者記念講演会・祝賀会の開

催、学術賞の授与、坊っちゃん講座、学生博士会との連携等について説明があった。続いて同瀬尾幹事よ

り 2021(令和 3)年度予算案について説明があった。第 2号議案の採決がなされ、満場一致をもってこれを承

認可決した。 

4．  [第 3 号議案] 役員の改選 

石垣幹事より次期役員の選任について説明があり役員案が示された。3 名の推薦者を幹事として追加する

提案があった。第 3号議案の採決がなされ、3名の方の幹事追加の上、満場一致をもってこれを承認可決し

た。 

5． その他 

・秋山会長がクリストバル・コロン勲章(クリストファー・コロンブス騎士勲章)を受章されたとの報告があった。 

 

以上 





 
2022 年度事業計画案（2022 年 4 月〜2023 年 3 月） 

 

１．理窓博士会 第 1 回 幹事会（議事録：資料 3） 

日時：2022 年 7 月 3 日(日) 12:00～14:00 

場所：Zoom オンライン開催 

出席者：22 名 

 

２．理窓博士会 第 2 回 幹事会（議事録：資料 4） 

日時：2022 年 10 月 22 日(土) 19:00～20:30 

場所：Zoom オンライン開催 

出席者：19 名 

 

２．理窓博士会 2022 年度 総会 

日時：2022 年 11 月 5 日(土) 11:00～12:00 

場所：Zoom オンライン開催 

 

３．第 60 回 学位(博士)新取得者記念講演会 

日時：2022 年 11 月 5 日(土) 13:00～17:35 

場所：Zoom オンライン開催 

・学位(博士)新取得者(9 名)のからの記念講演を予定。 

・理窓博士会「学術賞・功労賞・奨励賞」の授与式を予定 

・理窓博士会若手の会活動報告・ディスカッション「未来への提言」を開催予定 

 

４．第 60 回 学位(博士)新取得者記念祝賀会 

コロナ禍により開催を見合わせることとした 

 

５．坊っちゃん講座、学生博士会との連携 

・理窓博士会学術奨励賞を受賞された方が、公開講座「坊っちゃん講座」 の講師担当  

第 12 回：2023 年 3 月 11 日（土）松﨑 栄仁（東芝エネルギーシステムズ） 

理窓博士会第 15 回学術奨励賞受賞者 

・理窓会博士会メンバーと学生博士会メンバーでの交流会の実施 

 



＜資料 3＞ 
2022 年度 第 1 回 理窓博士会幹事会 議事録案 

 
日時：2022 年 7 月 3 日(日) １０：００〜１２：００ 
場所：Zoom によるオンライン会議 
出席者：秋山・矢部・鈴木・飯田・瀬尾・佐竹・松田・石垣・永田・高橋・安藤・吉田・相馬・山本・宗正・

前澤・秦野・安田・川崎・森・八木・太田（順不同敬称略） 
 
共有資料 
2022 年度第 1 回理窓博士会幹事会_議題案 v02 
資料 1：2021 年度 理窓博士会 決算書 
資料 2：2022 年度 理窓博士会 収支予算書 
資料 3：第 16 回学術奨励賞審議資料 
資料 4：第 60 回 学位(博士)新取得者記念講演会のご案内案 
資料 5：令和４年度（2022 年度）理窓博士会 学術賞候補者推薦のお願い_配布版 
資料 6：令和４年度（2022 年度）理窓博士会 特別功労賞候補者推薦のお願い_配布版 
資料 7：DR 若手会 パネルディスカッション企画案 
 
0. 秋山会長からご挨拶があった。また、役員の改選について説明があり、昨年の総会で新任承認された渡辺

先生、前澤先生、太田先生の紹介があった。 
1. 2021 年度決算報告と 2022 年度の予算案について 

瀬尾幹事・八木幹事より、2021 年度決算報告(資料 1)と 2022 年度の予算案(資料 2)について説明があり、

いずれも承認された。 
2. 2021 年度第 16 回学術奨励賞について 

2021 年度（第 59 回学位新取得者記念講演会）第 16 回学術奨励賞について、吉田幹事より資料 3 に

基づいて説明があった。平均点の上位 3 名の方の受賞について承認された。今後、吉田幹事より、受

賞候補者にコンタクトしていただくこととなった。 
3. 学位新取得者について 

永田幹事より、2021 年度中に学位(博士)を取得された新取得者は 83 名であるとの報告があった。また、

過去 9 年分の新取得者人数の推移について説明があり、例年 80 名前後の方が学位(博士)を取得されてい

るとの報告があった。 
4. 2022 年度祝賀会・記念講演会の実施について 

・2022 年度の理窓博士会・祝賀会は中止とし、記念講演会は 11 月 5 日（土）に、Zoom を用いたオ

ンライン開催の方向で進めることとなった。なお、幹事や関係の方々については、神楽坂と野田を拠

点としたハイブリット的な運用も進めることとした。なお、拠点となる部屋は 1 号館 17 階会議室が

予約済みとのこと。 
・Zoom を用いたオンライン開催に向けて、案内の周知方法や内容、Zoom 登録方法等について永田

幹事・山本幹事から説明があり承認された。また、7 月中か 8 月初め位を目標に発送することとした。 
・開催日時等についてホームページで告知を開始することとし、松田幹事より HP 構成について紹介

があり、承認された。 
・科学フォーラムでの告知については、紙面確保が可能かについて前澤幹事（科学フォーラム編集委

員）にご確認いただくこととなった。 



＜資料 3＞ 
5. 学術賞・功労賞について 

選考委員会委員長の矢部先生から資料 5 および 6 に基づいて学術賞および特別功労賞の候補者推薦の

お願いについて説明があった。また、内容等について幹事の皆様に確認をしていただいた後、本資料を DR
会員等への講演会案内資料に同封することとした。 

6. 若手の会の活動方針＆イベントについて 
・安田幹事より若手の会の活動状況について説明があった。学生／研究者／教員／OB／大学を繋ぎ

交流する双方向ネットワークを草の根的な形でも構築していく活動をしていきたいとのこと。 
・活動に必要な DR 会予算の支出については、懇親会的活用も含めてサポートすることとした。 
 

 
以上 



＜資料 4＞ 
2022 年度 第 2 回 理窓博士会幹事会 議事録案 

 
日時：2022 年 10 月 22 日(土) １９：００〜２０：００ 
場所：Zoom によるオンライン会議 
出席者：秋山・矢部・西川・瀬尾・松田・石垣・永田・高橋・安藤・吉田・山本・土屋・宗正・福田・秦

野・安田・川崎・森・八木（順不同敬称略） 
 
共有資料 
資料１：2021 年度決算報告と 2022 年度の予算案 
資料 2：2021 年度事業報告と 2022 年度事業計画 
資料 3：学術奨励賞について 
資料 4：学術賞・特別功労賞報告書（2022） 
資料５：2022 年度学位新取得者記念講演会・式次第案 
資料６：2022 年度学位新取得者記念講演会・講演会プログラム案 
 
1. 2022 年度総会について 

総会の式次第について石垣幹事から説明があり、了承された。2021 年度決算報告と 2022 年度予算案

についてはすでに第 1 回幹事会で確認したとの説明があった。2021 年度事業報告及び 2022 年度事

業計画について、資料 2 に基づいて永田幹事から説明があり承認された。当日の総会の司会および議

長を矢部先生にお願いすることとなった。 
2. 2021 年度第 16 回学術奨励賞の授与および 2022 年度第 17 回学術奨励賞の審査について 

2021 年度（第 59 回学位新取得者記念講演会）第 16 回学術奨励賞の受賞者 3 名について、吉田幹事

から資料 3 に基づいて説明があり、当日 3 名の方からご挨拶を頂くとのこと。受賞者にお渡しする盾

の色味が変るとの説明があり、承認された。第 17 回学術奨励賞の審査は昨年同様 Web 投票審査を用

いて行うとのことで、そのプラットフォームについて説明があった。審査の協力依頼があった。 
3. 2022 年度学術賞・功労賞について 

・矢部幹事（選考委員長）から選考委員会での選考結果について、資料 4 に基づいて説明があった。

学術賞受賞候補者 2 名(村田先生、森田先生)、および特別功労賞候補者 2 名（石井氏、金子氏）の説

明があり、幹事会にて承認された。 
・受賞者にお渡しする賞状ホルダーの質を上げたいとの提案があり承認された。 
・今後の学術賞・功労賞の選考について秋山会長からコメントがあり、規定の見直しと国際化につい

て検討を進めるとの話があった。 
4. 2022 年度・学位（博士）新取得者記念講演会の式次第とプログラムについて 

学位（博士）新取得者記念講演会の式次第とプログラム案について、資料 5,6 に基づいて永田幹事から説

明があり、承認された。全体の司会や講演会の司会については後日依頼するのでご協力いただきたいとの

依頼があった。 
5. 役員リストと新規役員について 

役員の改選について、是非引き続き担当いただきたい旨の依頼が秋山会長よりあった。また、矢部幹

事、西川幹事、飯田幹事から顧問に移る動議があり、会長とも相談に上検討することとなった。 
6. 理窓博士会若手の会活動報告・ディスカッション「未来への提言」について 

・2022 年度新取得者記念講演会での企画として、理窓博士会若手の会活動報告・ディスカッション「未来



＜資料 4＞ 
への提言」を実施する計画について、安田幹事から説明があった。 
・若手の会の活動費について申請があり、承認された。 
・若手の会でデータ共有できるデータスペースや Web プラットフォームを持ちたいとのこと。外部サー

バーやサービスを活用することを検討する案があった。 
7. ホームカミングデーについて 

・今年度のホームカミングデーの DR 会としての実施について、西川幹事から説明があった。博士会

発足の祖である池田先生・樽谷先生や、博士会発足当時の様子等について紹介するオンラインブース

を出展するとのこと。 
以上 



理窓博⼠会
（単位：円）

科⽬ 前期決算額 予算額 差引額 備考

年会費 350,000 350,000 0 2,000円×175⼈
記念品代 450,000 450,000 0 3,000円×150⼝
祝賀会参加費 0 0 0 2022年度は中⽌予定のため
その他 51 0 ▲ 51 銀⾏預⾦利息

計 800,051 800,000 ▲ 51

記念品代 81,032 108,000 26,968 9,000円×12個

Zoom契約料 22,110 30,000 7,890

祝賀会費 0 0 0

表彰関係 71,924 80,000 8,076 学術奨励賞，学術賞，学術功労賞

講師謝礼 0 15,000 15,000

印刷・通信費 429,159 497,000 67,841

会議費 0 5,000 5,000

ホームカミングデー関係 0 15,000 15,000

キャリア⽀援関係 0 45,000 45,000
15,000円×3キャンパス
(神楽坂，葛飾，野⽥)

その他 3,000 5,000 2,000 ※理窓年賀広告等

計 607,225 800,000 192,775
 当期収⽀額 192,826 0 ▲ 192,826
 前期繰越額 5,855,109 6,047,935 192,826
 次期繰越正味額財産 6,047,935 6,047,935 0

２０２２年度 収⽀予算書
２０２２年４⽉１⽇〜２０２３年３⽉３１⽇

収⼊の部

⽀出の部



役職等 氏名 卒年学科 現勤務先等
会長 秋山　仁 44理応数 理数教育センター

1 鈴木　智順 62理工応生 理工応生
2 瀬尾　隆 H1理応数 理応数
3 佐竹　信一 H2理工機械 先進工電子
4 松田　一朗 H3理工電 理工電情
5 石垣　綾 H6理工物 理工経工
6 渡邊 康之 H7工2電 諏訪工機電工
7 永田　肇 H8理工電情 理工電情
8 高橋　昭如 H10理工機械 理工機械
9 安藤　格士 H11基礎工生物 先進工電子

10 吉田　孝博 H11工電 工電
11 相馬　央令子 H15工2電 JAXA
12 山本　隆彦 H16理工電 理工電情

13 宗正　康 H16工2電 総務省
14 土屋　博之 H16基礎工材料 AGC
15 前澤 創 H16理工応生 理工応生
16 福田　亜希子 H19理数情 芝工大
17 秦野　亮 H22理工経工 理工経工
18 安田　裕之 H23工2電 東大法
19 川崎　玉恵 H23理数情 青山学院大学
20 村松　大陸 H24理工電情 総合研究院
21 森　健士郎 H24工建築 工建築
22 八木　文香 H25理数情 理応数
23 太田 涼介 H26理工電情 理工電情

監査役 齊藤　隆夫 46理化 理化
1 矢部　博 52理応数 データサイエンスセンター

2 西川　英一 56工電 工電

任期：2022年度通常総会～2024年度通常総会前日

理窓博士会　役員リスト

顧問

幹事
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